
【花の宝殿】　代表者　加藤 　千代美
当グループは、平成18年4月より兵庫県立淡路景観園芸学校修了生6名が中心として、花と緑

の活動を通して、美しく優しさが息づくまちづくりに貢献することを目的として発足し、現在、
花と緑を育てる組織の育成及び技術の普及を図り10名程度で活動を行い、心豊かな潤いある郷
土づくりを推進しています。
主な活動としては、JR宝殿駅南側などで花壇デザインと植栽・維持管理、清掃等を行ってお

り、公共空間の植栽をはじめとする緑化・維持管理を通してその知識、技術を学ぶと共に最近で
は、グループで育てた花苗を高砂市米田西小学校に配付する新たな活動にも取り組んでいます。
このような活動が、公益財団法人兵庫県園芸・公園協会に認められ、令和7年6月20日に兵庫県
立フラワーセンターにて「令和6年度花と緑の郷土づくり功労者」表彰を受けました。グループでは、表彰されたことを大変喜
んでおり、今後は、新たなボランティアを募り、さらに幅広い活動に取り組んでいきたいとのことです。

筆者の友人は長い間子宝に恵まれず夫婦共に悩んでいた。その友人の高校の同級生や近所の同じ時期に結婚した知人は結婚後
直ぐに出産し、大きくなっていく子供がうらやましく思った時期があった。
ある時、近所の子だくさんのおばちゃんから『有り難い花やから大事に育てなあかんよ』と多肉植物

らしき葉を1枚頂いた。
葉には根がなく、葉の周囲には小さな小さな何か新芽のような物が見える。その状態を維持しつつ霧

吹きで枯らさないように頑張った結果、葉脈の先端から新芽らしき新しい子株が大きくなり立派に育ち
始めた。その植物は文献やら、ググってみるとコダカラベンケイソウという名称らしい事が分かった。
結婚して12年、葉を頂いて2年目の春に待望の子宝を授かった。あまりの嬉しさに葉を頂いたおばちゃ
んはもちろん周囲の皆さんに報告した。今はその子も大きくなり今年大学生になり独り立ちした。
そんなコダカラベンケイソウを頂いて、結婚12年目に我が娘を授かったという実話を筆者に話して

くれた優しい女性はその植物を大事に育て、今も筆者の近くに住んでいる。
めでたし。めでたし。
また、次回お目に掛かれると良いですね。　　　　　　花の教室講師　高田　正

※菊花展の見ごろは、
11月9日（日）～15日（土）頃です。

「有り難きコダカラベンケイソウ」

イオン高砂
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